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【設立年月日】

【 事 業 所 名 】

【代表者氏名】

【 所 在 地 】

【 連 絡 先 】 TEL

FAX

E-mail

【 事 業 規 模 】 2,500 万円

13,492 万円

20 件

11 人

【 事 業 年 度 】

【 許 可 ・ 登 録 】

～

【 事 業 内 容 】

令和3年10月1日

0012751

令和1年5月10日

令和5年5月9日

令和6年9月30日

〔エコアクション２１〕

許 可 番 号

土木工事業/とび・土工工事業/石工事業/
鋼構造物工事業/舗装工事業/塗装工事業/
水道施設工事業/解体工事業/造園工事業

高知県知事許可（特-3）第244号許 可 番 号

許可年月日

有効年月日

建設業
の種類

令和4年1月23日

１．組織の概要

（主に道路、河川などの公共土木工事）

建設業

〔特定建設業の許可〕

許可年月日

有効年月日

〔ＢＣＰ〕

認 証 期 間

令和9年1月22日

odakensetsu@mbj.nifty.com

高知県高岡郡越知町越知甲1874番地

高知県高岡郡越知町越知乙45番地

（令和5年6月10日時点）

資 本 金

完成工事高

６月１日 ～ 翌年 ５月３１日

工 事 件 数

従 業 員 数

昭和 41 年 5 月

織田建設有限会社

0889-26-0161

0889-26-3419

代表取締役　織田隆寛

〔 本 社 〕

〔西川倉庫〕

〔松坂倉庫〕

高知県高岡郡越知町越知甲3164番地12
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

代表取締役 織田 隆寛

工事施工にあたっては環境または生物多様性に配慮します。

社会貢献活動、環境保全活動を積極的に実施し、環境保全に取り組みます。

継続的にSDGsが掲げる目標実現のための活動に取り組みます。

令和4年6月1日

織田建設有限会社

建設工事における騒音・振動・濁水・防塵など環境に配慮した施工に取り組みます。

２．環境経営方針

環 境 経 営 理 念

織田建設有限会社は、事業活動による環境への影響を考慮し、地域の環境保全

及び資源有効利用に取組み、社員全員が環境負荷の低減に努め、豊かな社会と

より良い地球環境の実現を目指します。

環 境 経 営 方 針

環境方針を全従業員へ周知します。

環境関連法規制等を遵守します。

事業活動における二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

節水に心がけ、水使用量の削減に取り組みます。

廃棄物の発生抑制、削減、リサイクルを促進します。
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部門長

　・ 自部門における環境経営方針の周知
　・ 自部門に関する環境経営の実施状況の確認、達成状況の報告
　・ 自部門の問題点の把握と是正・予防処置の実施
　・ 自部門の手順書を作成し文書化して運用

従業員
　・ 環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚
　・ 決められたことを守り、自主的積極的に環境経営に参加

３．実施体制

■ 役割・責任・権限表

代表者

　・ 環境経営に関する統括責任
　・ 環境経営システムの実施に必要なインフラの整備
　・ 環境管理責任者の任命
　・ 環境経営方針の策定・改訂及び全従業員への周知
　・ 経営者における課題とチャンスの明確化
　・ 全体の評価と見直し・指示を実施
　・ 環境経営目標、環境経営計画の承認
　・ 環境経営レポートの承認

環境管理
責任者

　・ 環境経営システムの構築、実施、運用管理
　・ 環境経営目標・環境経営計画書を確認
　・ 環境経営の取組状況・目標の達成状況の評価
　・ 環境経営の取組結果を代表者へ報告
　・ 環境経営レポートの確認

環境事務局

　・ 環境管理責任者の補佐
　・ 環境経営目標、環境経営計画案の作成
　・ 環境関連法規等取りまとめ及び遵守状況の確認
　・ 環境負荷の各種データの取りまとめ、取組のチェック
　・ 環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
　・ 全従業員に対する具体的な活動の周知及び教育訓練の実施
　・ 各種文書記録の作成管理
　・ グリーン購入の推進
　・ 環境経営レポートの作成、公開

■ 体制図

担当者 役割　・　責任　・　権限

環 境 管 理

責 任 者

代 表 取 締 役

工 務 部総 務 部 環 境 事 務 局

従 業 員 全 員
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平成29年度

H29年6月～
H30年5月

項目 単位 実績値①

電力使用量 ｋＷｈ 2,102 1,719 (1.5%)

LPGガス kg ― 19.57 (1.5%)

化石燃料使用量 (ガソリン) Ｌ 7,197 7,147 (1.5%)

化石燃〃使用量 (軽油) Ｌ 21,840 17,778 (1.5%)

化石燃〃使用量 (灯油) Ｌ 786 635 (1.5%)

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 76,071 64,923 (1.5%)

水使用量 ｍ３ 111 99 (1.5%)

一般廃棄物排出量 ｋｇ 245 218 (1.5%)

産業廃棄物排出量 ｔ 773 389 (1.5%)

産業廃棄物再資源化率 ％ 100%

環境配慮工事等 件 全件 全 件

社会貢献活動 回 2回 2 回

（２）　中長期目標

3カ年平均

H29,H30,R1

目標数量 削減率 目標数量 削減率 目標数量 削減率 目標数量 削減率

電力使用量 ｋＷｈ 1,745 1,719 (1.5%) 1,710 (2%) 1,701 (2.5%) 1,693 (3%)

LPGガス kg 19.87 19.57 (1.5%) 19.47 (2%) 19.37 (2.5%) 19.27 (3%)

化石燃料使用量 (ガソリン) Ｌ 7,256 7,147 (1.5%) 7,111 (2%) 7,075 (2.5%) 7,038 (3%)

化石燃〃使用量 (軽油) Ｌ 18,049 17,778 (1.5%) 17,688 (2%) 17,598 (2.5%) 17,508 (3%)

化石燃〃使用量 (灯油) Ｌ 645 635 (1.5%) 632 (2%) 629 (2.5%) 626 (3%)

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 65,912 64,923 (1.5%) 64,594 (2%) 64,264 (2.5%) 63,935 (3%)

水使用量 ｍ３ 100 99 (1.5%) 98 (2%) 98 (2.5%) 97 (3%)

一般廃棄物排出量 kg 221 218 (1.5%) 217 (2%) 215 (2.5%) 214 (3%)

産業廃棄物排出量 ｔ 395 389 (1.5%) 387 (2%) 385 (2.5%) 383 (3%)

産業廃棄物再資源化率 ％ 100% 

環境配慮工事等 件 全件 全 件 全 件 全 件 全 件

社会貢献活動 回 2回 2 回 2 回 2 回 2 回

・一般廃棄物排出量は平成30年8月から計測する。

Ｒ７年度Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

項目 単位

基準値
（目標） （目標）

・環境配慮工事については全件を対象に実施する。

100% 

235 184 221 

329 84 395 

100% 100% 100%

107 83 100 

13,315 18,991 18,049 

568 580 645 

・電力ＣＯ２排出係数は〔四国電力〕調整後排出係数 【  0.411  kgｰCO２/ｋＷｈ 】 （R3年7月公表）を使用

４．環境経営目標

（％）は基準値に　対する削減率

平成30年度 令和元年度
環境負荷

実績平均値

令和4年度

H30年6月～
Ｒ元年5月

Ｒ元年6月～
Ｒ2年5月

Ｒ4年6月～
Ｒ5年5月

（１）　１年間の目標　（令和4年6月～令和5年5月）

52,628 69,037 65,912

2回　

全件　 全件　 全件　

2回　 2回　

6,926 7,645 7,256 

目標値

1,561 1,571 1,745 

実績値② 実績値③ 基準値

― 19.87 19.87 

・社会貢献活動は会社周辺、現場周辺の清掃活動を実施する。

（目標） （目標）

100% 100% 100% 100% 

Ｒ７年６月～
Ｒ８年５月

Ｒ４年６月～
Ｒ５年５月

Ｒ５年６月～
Ｒ６年５月

Ｒ６年６月～
Ｒ７年５月

・化学物質は使用していないため、化学物質使用量削減目標は設定していない。
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項目 主担当

全 社 員

全 社 員

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

全 社 員

全 社 員

環境事務局

環境事務局

環境事務局

環境事務局

環境事務局

環境事務局

 総排水量の削減 環境事務局

 グリーン購入 環境事務局

環境事務局

全 社 員

全 社 員

節水 （蛇口をこまめに開閉する）

グリーン製品の優先使用

 社会貢献活動

会社周辺の清掃活動

ロードボランティアへの参加

交通安全立哨活動

 一般廃棄物排出量の削減

用紙の節約・有効利用（両面印刷・裏紙使用）

こまめな分別

ペーパーレス化 （契約書の事務控え分をPDF化）

 電気使用における
 CO2排出量削減

昼休み消灯

OA機器の省力化設定

エアコンの設定温度 （暖房２０℃、冷房２８℃）

蛍光灯等のLED化

夏は太陽の光をブラインドカーテンで遮断し、冷房効率
を上げる。

 産業廃棄物排出量の削減
現場内での分別

適正な材料の調達

５．環境経営計画

■１年間の活動計画　（令和4年6月～令和5年5月）

具体的な取組内容

 現場における
 重機・車両の使用による
 CO2排出量削減

アイドリングストップ

エコ安全運転の実施
（急発進、急加速、急ブレーキを止める。）

タイヤ圧の点検、車両整備点検

 環境配慮工事

県内産資材の優先使用

木製看板、木製型枠の使用

低騒音・排ガス対策型重機の使用

環境配慮工法への取組および資材の利用促進
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社会貢献活動

６．環境経営目標の実績

（１）　１年間の実績及び目標達成状況

産業廃棄物
排出量

一般廃棄物
排出量

環境配慮工事

項目
（使用量）

電力

ガス

環境経営
目標

1,719

19.57

7,147

17,778

件

回

※ 削減率 ＝ （目標値と実績値の差／目標値）＊１００％
　　マイナスの%は、実績値が目標値を超えていることを示す。

ＣＯ2排出量

水

※ 電力のCO2排出係数は、四国電力の実排出係数 0.411 kgｰCO2／ｋＷｈ を使用。

単位

ｋＷｈ

kg

Ｌ

Ｌ

Ｌ

kgｰ
CO２

ｍ３

ｔ

kg 218

全件

2回

実績

1,387

-10

459

-1,105

61

62,120

63

55

191

3,106

9.52

7,606

16,673

◎：目標達成できた　　〇：ある程度目標達成できた　　△：目標達成まであと一歩　　×：目標達成できなかった

〔目標達成の評価〕

化
石
燃
料

ガソリン

軽油

灯油

◎

全件

10回

―

―

-574

-2,803

-36

-334

達成率

-12%

―

―

86%

635

64,923

99

389

（令和4年6月～令和5年5月）

目標値内に抑えることができた。意識
的な分別を今後も継続していく。

今後も継続して、環境に配慮した施工
ができるよう取組む。

ロードボランティアへの積極的な参加
ができた。

目標達成状況

○
コンクリート塊、As・Co塊、建設発生木
材は100%再資源化できたが、廃プラ
スチックができなかった。

例年同様、石油ストーブから温度調節が
しやすい石油ファンヒーターに変更したた
め、使用量が減少。

全体の排出量は目標値以下に抑えるこ
とができたが、電力使用量が昨年より増
加。灯油の使用量等も含め、目標の見
直しが必要。

こまめに開閉し使用している効果がで
ている。

排出量が抑えられた。

コメント

12月に豪雪の影響もあり使用量が一
気に増加した。

年々目標達成数値が向上している。
今後も更なる削減に努める。

一般車両の使用台数が増えたことが
増加した原因の一つ。

建設重機の使用などで現場の状況に大
きく左右されるが、使用量を目標値内に
抑えることができた。

◎

◎

-6%

-90%

-4%

-36%

-86%

目標と実
績との差
（増減）

産業廃棄物
再資源化率

％ 100% 85.5% -14.5

削減率
（％）

81%

-51%

6%

評価

×

◎

×

-27

◎

◎

◎

◎

◎
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百万円

R2

224.6 

54,007 

240 

25 

173.1 

52,628 

304 

33 

項目　　　　　　  　　年度 H30 R1

82.6 

R4

134.0 

62,120 

464 

20 

11 14 

完成工事高
（百万円）

CO2排出量
（kgｰCO２）

（２）　CO2排出量の推移

従業員数（人） 13 13 12 

69,037 

836 

12 

R3

122.0 

57,057 

468 

27 

完成工事高
百万円当たりのCO2排出量

工事件数（件）

173.1 

82.6 

224.6 

122.0 
134.0 

52,628 
69,037 

54,007 

57,057 
62,120 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

H30 R1 R2 R3 R4

CO2排出量の推移

完成工事高… CO2排出量…

kg-CO2
百万円

百万円

百万円

百万円

工事

33件
工事

12件

工事

25件

工事

27件

kg-CO2

kg-CO2

kg-CO2

工事

20件

kg-CO2

百万円

百万円

百万円
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項目　　　　　　　　　年度 単位 H30 R1 R2 R3 Ｒ4

電力 ｋＷｈ 1,561 1,571 2,287 3,736 3,106

ガス kg ― 19.87 10.97 6.21 9.52

ガソリン L 6,926 7,645 7,620 6,317 7,606 

軽油 L 13,315 18,991 12,943 15,733 16,673 

灯油 L 568 580 660 103 61 

工事件数 （件） 33 12 25 27 20 

（３）　各種使用量の推移

1,561
1,571

2,287

3,736

3,106

（件） 33 

12 25 27 
20 

0

10

20

30

40

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H30 R1 R2 R3 Ｒ4

電力

電力 ｋＷｈ 工事件数 （件）

6,926 7,645 
7,620 

6,317 7,606 

（件） 33 

12 

25 

27 
20 

0

10

20

30

40

-200

1,800

3,800

5,800

7,800

H30 R1 R2 R3 Ｒ4

ガソリン

ガソリン L 工事件数 （件）

13,315 

18,991 

12,943 15,733 16,673 

（件） 33 

12 

25 27 
20 

0

10

20

30

40

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H30 R1 R2 R3 Ｒ4

軽油

軽油 L 工事件数 （件）

568 580 

660 

103 61 

（件） 33 

12 

25 27 
20 

0

10

20

30

40

0

200

400

600

800

H30 R1 R2 R3 Ｒ4

灯油

灯油 L 工事件数 （件）
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項目 評価 次年度の取り組みコメント

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 従業員に周知徹底する

◎ 現場主任等と情報を共有する

◎ 従業員に周知徹底する

◎ 従業員に周知徹底する

◎
次年度は、契約書類（提出する
書類の控え）を紙保管からPDF化
し、データー保存していく

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

〇
冬場の暖房機器使用台数が増
えたため、使用頻度を見直す

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

総排水量の削減 ◎ 継続的に実施する

グリーン購入 ◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

◎ 継続的に実施する

評価の基準：
◎十分に取り組み成果があった　、〇取り組むことができた、△今一歩の取り組みが必要、×取組が不十分であった

（1） 取組項目と評価

会社周辺の清掃活動

ロードボランティアへの参加

交通安全立哨活動

グリーン製品の優先使用

県内産資材の優先使用

木製看板、木製型枠の使用

低騒音・排ガス対策型重機の使用

環境配慮工法への取組および資材の利用
促進

環境配慮工事

現場内での分別

適正な材料の調達

現場における重機・
車両の使用による
CO2排出量削減

社会貢献活動

評価方法：　評価は定期的に実施するエコアクション２１の社内会議で取組みを確認し、その結果により実施した。

７．環境活動の取組項目と評価

昼休み消灯

OA機器の省力化設定

アイドリングストップ

エコ安全運転の実施
（急発進、急加速、急ブレーキを止める。）

タイヤ圧の点検、車両整備点検

取組項目

節水 （蛇口をこまめに開閉する）

蛍光灯等のLED化

夏は太陽の光をブラインドカーテンで遮断
し、冷房効率を上げる。

エアコンの設定温度
 （暖房２０℃、冷房２８℃）

産業廃棄物
排出量の削減

一般廃棄物
排出量の削減

ペーパーレス化
 （契約書の事務控え分をPDF化）

電気使用における
CO2排出量削減

用紙の節約・有効利用
 （両面印刷・裏紙使用）

こまめな分別
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項目 主担当

全 社 員

全 社 員

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

工 務 部

全 社 員

全 社 員

環境事務局

環境事務局

環境事務局

環境事務局

環境事務局

環境事務局

 総排水量の削減 全 社 員

 グリーン購入 環境事務局

環境事務局

全 社 員

全 社 員

 産業廃棄物排出量の削減
現場内での分別

適正な材料の調達

８．次年度の取組内容

■１年間の活動計画　（令和5年6月～令和6年5月）

具体的な取組内容

 現場における
 重機・車両の使用による
 CO2排出量削減

アイドリングストップ

エコ安全運転の実施
（急発進、急加速、急ブレーキを止める。）

 環境配慮工事

県内産資材の優先使用

木製看板、木製型枠の使用

低騒音・排ガス対策型重機の使用

環境配慮工法への取組および資材の利用促進

タイヤ圧の点検、車両整備点検

 一般廃棄物排出量の削減

用紙の節約・有効利用の促進（両面印刷、裏紙使用）

こまめな分別

ペーパーレス化 （契約書の事務控え分をPDF化）

 電気使用における
 CO2排出量削減

昼休み消灯

ＯＡ機器の省力化設定

エアコンの設定温度 （暖房２０℃、冷房２８℃）

蛍光灯等のLED化

夏は太陽の光をブラインドカーテンで遮断し、冷房効率を
上げる。

※ 次年度計画について、取組内容の追加・変更する内容を赤字にて表記

節水 （蛇口をこまめに開閉する）

グリーン製品の優先購入

 社会貢献活動

会社周辺の清掃活動

交通安全立哨活動

ロードボランティアへの参加
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確認日

確認者 織田　隆寛

遵守状況

第1章
第3条 ◎

第3章
第11条 ◎

第3章
第12条 ◎

第3章
第12条の3

第１項
◎

第3章
第12条の3

第7項
◎

施工規則
第6条の十

九
◎

施工規則
第8条 ロ ◎

第9条 ◎

第10条 ◎

第16条 ◎

第2章
第4条 ◎

第14条 該当なし

９．環境関連法規等の遵守確認と訴訟等の有無

令和 5 年 6 月 12 日

適用法令（略称） 遵守事項

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律
（廃棄物処理法）

【事業者の責務】
事業活動に伴って生じた廃棄物を、自らの責任において適正に
処理

【事業者及び地方公共団体の処理】
事業者はその廃棄物を自ら処分

【事業者の処理】
事業者は、自らその産業廃棄物の運搬又は処分を行う場合に
は、政令で定める産業廃棄物の収集、運搬及び処分に関する基
準に従う

【産業廃棄物管理票】
産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付

【産業廃棄物管理票】
前年度の4/1～3/31までの１年間に交付した産業廃棄物管理
票（紙マニフェスト）の交付等の状況について、様式第３号「交付
状況報告書」を作成し、環境対策課に提出
（提出期限：毎年６月末まで）

【表示等】
運搬車両（運搬船）を用いる場合には、「産業廃棄物の収集又は
運搬の用に供する運搬車（船舶）」である旨その他の事項を見や
すいように表示し、かつ、必要な書面を備え付ける

【産業廃棄物保管基準】
見やすい箇所に要件を備えた掲示板が設けられていること。産廃
保管場所には掲示（60cm＊60cm以上）

（１） 環境関連法規等の遵守確認

建設工事に係る
資材の再資源化等

に関する法律
（建設リサイクル法）

【分別解体等の実施義務】
解体工事は床面積80m2以上、新築増築は床面積500m2以
上、土木工事の請負代金500万円以上

【対象建設工事の届出等】
対象建設工事の発注者又は自主施工者は、工事に着手する日
の７日前までに、 様式第一号を県知事に提出

【再資源化の実施義務】

資源有効利用
促進法

（リサイクル法）

【事業者等の責務】
再生資源及び再生部品を利用するよう努める

騒音規制法
及び

振動規制法

【特定建設作業の実施の届出】
　（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

◎

第19条

【フロン類算定漏えい量等の報告等】
第一種特定製品からフロン類の漏えいが判明した場合は国へ報
告。事業者として1,000t-CO2以上の漏洩があった場合。
（年１回）

該当なし

フロン類の使用の合
理化及び管理の適
正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

第16条
【第一種特定製品の管理者の判断の基準となるべき事項】
管理者の点検
（第一種特定製品の点検：3ケ月1回の簡易点検）
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遵守状況適用法令（略称） 遵守事項

第42条 該当なし

第6条 ◎

第5条 ◎

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

新規則
第16条

の8
該当なし

（２） 訴訟等の有無

【事前調査の保存】
解体等工事の元請業者の名称・調査終了年月日・調査方法・調
査結果などの事項について記録し、発注者への説明の書面の写
しを保存する。
※ 解体等工事が終了した日から３年間保存。

高知県
環境基本条例

【事業者の責務】
事業活動による公害の防止、廃棄物の適正処理、事業活動に伴
う環境負荷の低減に努める

廃棄物の適正処
理、減量及び資源
化等に関する条例

（越知町）

【事業者の責務】
事業活動を行うにあたり、減量化及び資源化に努めるとともに、廃
棄物を自らの責任において適正に処理する

大気汚染防止法
第18条
の15

周辺住民からの訴訟及び環境に関する外部からの要望１件あり、問題なく対応済み。

令和5年6月12日に環境関連法令等の遵守状況を確認した結果、環境関連法令等の違反はありま
せん。なお関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありません。

フロン類の使用の合
理化及び管理の適
正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

【特定解体工事元請業者の確認及び説明等】
１）第一種特定製品の有無についての事前確認が必要。
２）発注者に対し確認結果書面「事前確認書」を交付し説明。
３）交付した書面「事前確認書」は3年間保存。

国等による環境物
品等などの調達推
進等に関する法律

第5条

【グリーン購入法】
事業者及び国民は、物品を購入若しくは借り受け、又は役務の提
供を受ける場合には、できる限り環境物品等を選択するよう努め
る

◎

　大気汚染防止法
　施行規則

【事前調査の実施と説明】 第１項
一定規模以上の解体・改修工事について、石綿（アスベスト）の使
用の有無に関する事前調査を行うとともに、当該解体等工事の発
注者に対し、調査の結果、届出対象特定工事又はそれ以外の特
定工事に係る事項等を記載した書面を交付して説明しなければ
ならない。

※ 事前調査を行う者
建築物石綿含有建材調査者講習を修了した者
（一戸建て等石綿含有建材調査者は、一戸建て住宅等に限る）

【事前調査の記録作成、保存】 第3,4項
解体等工事の元請業者又は自主施工者は、一定規模以上の解
体等工事を施工するとき、事前調査に関する記録を作成し、書面
の写しを保存しなければならない。
※ 解体等工事が終了した日から３年間保存。

【事前調査結果等の掲示】 第5項
解体等工事の元請業者又は自主施工者は、解体等工事を施工
するときは、事前調査に関する記録の写しを当該解体等工事の
現場に備え置き、かつ、事前調査の結果その他環境省令で定め
る事項を、当該解体等工事の現場において公衆に見やすいよう
に掲示しなければならない。
※掲示板サイズは、Ａ３（42.0cm×29.7cm、縦横どちらでも可）以
上の大きさ）

【事前調査の報告】 第6項
解体等工事の元請業者又は自主施工者は、第一項又は第四項
の規定による調査を行ったときは、遅滞なく当該調査の結果を都
道府県知事に報告しなければならない。
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実施日 令和5年6月12日 月曜日

代表者 織田　隆寛

変更なし

変更なし

遵守した。

外部からの環境に関する
苦情や要望 ― ◎

施工方法に関する要望が１件入り対応。
今後も環境に配慮した工事に取り組んでいく。

環境関連法規類の遵守状況 ― ◎

今後も継続していく。

社会貢献活動 ◎ ◎ 今後も継続していく。

継続して分別に努める。

産業廃棄物排出量の削減 ◎ ◎
元請工事件数によって排出量が左右されるが、
継続して削減に努めていく。

一般廃棄物排出量の削減 ◎ ◎

全体的にCO2排出量を目標値内に抑えることが
できた。

水使用量の削減 ◎ ◎ 継続して節水に努める。

Ｃ０2排出量の削減 ◎ ◎

R4年12月に過去最大級の豪雪があり、体感的
にも寒い日が続いたため、暖房機器の利用頻度
が例年に比べて増加。電力使用量が増加した。
エアコンをメインに使うことにしたため、灯油の消
費が激減。電力の目標値見直しが必要。

化石燃料使用量の削減 × ◎
一般車両の使用台数が増えたことが原因。
目標値を見直す必要がある。

電力使用量の削減 × △

１０．代表者による全体評価及び見直し・指示

項目
環境経営

目標
達成状況

環境経営
計画

取組状況
コメント

■代表者による取組状況の評価

節電やエネルギー消費の削減について、定期的に会を開き周知させていくことで取組意識

をさらに向上させていく。

環境配慮工事実施 ◎ ◎

■代表者による見直し・指示

　環境経営方針 変更なし 　環境経営の取組内容

　環境経営目標 変更あり 　実施体制

　環境経営計画 変更なし

■総括

1． 本年度も従業員の協力のもとに実施できた。全体的なCO2排出量を目標値内に抑えること

2． 全体的な運用自体に問題はないため、今後も継続して環境活動に取り組んでいく。

ができたが、電力や燃料について使用頻度が変化していることから、目標の基準値を一度

見直す必要がある。基準値を令和5年度からは直近の過去3年間より算出する。
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１１．環境活動への取組写真

低騒音・排ガス対策型重機の使用

土木の日

（地域清掃活動）

交通安全立哨活動

社内教育

会社周辺清掃活動
木製看板（環境配慮資材の利用）

交通安全立哨活動
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